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大阪府 SA連協の情報です 
SAあり方委員会発足 

大阪府 SA連協は府下 18地区の SAが加盟している連絡協議会で
SA 吹田も発足当時から加盟し中心的な存在で活動をしています。 

高齢化と会員の減少で危機感 
10年間で 38%減少(985名→611名) 

この危機をどう克服するか、会員増加対策と活動活性化対策 

 
 
 
 

PJチームの構成と取り組み・課題 
A- 渉外関連 

リーダー 村松(SA大阪) 

メンバー 新鞍(SA大阪) 

下川(SA高槻) 

B- 交流活動関連 

リーダー 小川(SA吹田) 

メンバー 澤(SA茨木) 

下田(SA箕面) 

元坂(SA河内長野) 

C- 広報関連 

リーダー大川(SA藤井寺) 

中島(SA茨木) 

笠原(SA大阪) 

課題・テーマ 

① 府民カレッジ共存共栄 

② 部会の新設 

③ 有償ボランティア 

課題・テーマ 

有償ボランティア 

① 助成金の確保 

② 地区の助成金活用事業 

③ 府民カレッジ共存共栄 

課題・テーマ 

① 地区 SA実態調査 
② 有償ボランティア仕組 
③ 地区活動 zoom推進 
④ 府民カレッジ共存共栄 
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状況 SA 連協の最大の課題は会員の減少に対して、どのように増加対策に取り組むかと言う事で
す。会員減少の原因は各地区 SA の高齢化による退会者の増加と地区 SA が丸ごと SA 連協を脱退
するという事態です。古くは泉州南、最近では SA 門真、SA 富田林、松原、豊中、四条畷、寝屋
川と多くに達しています。府民カレッジの卒業生を主体とした、東大阪、豊能が新しく SA 連協に
加盟した事実もあります。今後の課題として、地区 SA の会員の増加対策と府民カレッジとの連携
による取り組みを強化して、会員増加の一助となればと考えています。 
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SA吹田の現状と今後の展望 
会長 小川忠夫 

コロナ禍の中での活動 

 

 

 

 

高齢化と会員減少 

 

 

 

 

会員増加対策の効果 

 

 

 

 

今後の展望と方策 

 

 
 
 
 
 
 

緊急事態宣言の繰り返しの中での活動 
① おもちゃ関係 緊急事態宣言が解除された場合、おもちゃ学校、各グルーブのおもちゃ教室、

ロボット研究会は実施してきた。おもちゃ部会は zoom での部会やリーダー会を実施している。 

② 歌体操関係 歌体操ボランティア養成講座・歌体操市民塾・H＆S の定例会は現地で実施。

できない場合は zoom で毎月歌体操実技をしてきた。1 年半で 100 回程度実施した。 

③ 国際交流関係 部会で情報交換実施、zoom でミャンマー・トルコの現地と文化交流実施。 

SA 吹田としては、おもちゃ学校を設立し、新しい会員を多く誕生させた。おもちゃの活動は

おもちゃ学校出身者が活動の中心となり、新しい活動のスタイルが定着しつつある。 

SA 吹田のおもちゃの活動の特徴はおもちゃ部会の中に 9 つの活動グルーブがあり、それぞれが

独自の活動を行っている。このグループが結集して行うのが、おもちゃ学校であり、夏休みの

おもちゃカーニバルである。歌体操は社協との連携による歌体操ボランティア養成講座で一般

市民から募集して、会員を増やしてきた、例会と高齢者施設への訪問活動が活動の基本である。 

国際交流は独自に新しいメンバーを増やし、部会を継続してコロナ収束後の活動に備えている。 

SA 吹田の将来は必ずしも暗いことばかりではない。現在までの長い間の会員増加対策、活

動の活性化対策は、かなり成果を上げている。今後も退会者が続く中で、この活動を強化させ、

継続していくことが重要と思っている。SA 吹田の会員は 4 つの部会のどこかに属し、活動に

参加することを原則としている。従来は老大出身という精神的なつながりで、会員を継続して、

支援していただいていた有難い会員が少なくなかった。SA 吹田は活動する人の集まり!!この方

向転換も退会者を増加させた要因でもあったかと思う。 

コロナ禍で最も影響を受けたのは福祉部会であった。部会も活動もできず 1 年半にわたり 

停滞した。福祉は本来 SA 吹田の元となる活動である。新しい活動を目指し、メンバーも広く

求め新しい取り組みに挑戦したい。今後は課題である世代交代も進み新しい指導者で新しい活

動を推進していくことになると思う。老大から出発した SA 吹田も一段と飛躍した新しいボラ

ンティア団体としての活動が期待されると思う。 

SA吹田でも高齢化と会員減少が進んでいる。 

① 最多会員数 220 名から現在 135 名と 39％減少している。SA 吹田としての適正人数は? 
② 長い間、活動の中心であった老大出身の会員が高齢化して退会が続き、現在老大出身者は 30

名と全会員の 20%程度となっている。 
③ 新しい会員が増加する中で老大出身者と入れ替わり、活動の面でも転換期になっている。SA

吹田の役員構成は老大出身者は４人となり、世代交代も進んでいる。 
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コロナ禍下での活動 

おもちゃ学校 吹田校 
８月２日～３１日までの緊急事態宣言発令により、１３日に予定していたおもちゃカー 

ニバルが中止となり参加して子どもたちにおもちゃ 

作りを教える機会が失われたが、８月１０日の学校 

では１班から５班におもちゃ学校 OBが指導者として 

紹介したおもちゃを２４名が試作・研究する体験を 

してもらった。１班ストロー鉄棒人間、２班ヒラヒラ 

蝶々と水陸両用車、３班六角返し、４班かんたんレー 

シングカー、５班割り箸飾り額縁。３月に実施できる 

ことを願っている。おもちゃ学校 校長 新井 憲 記 
 

歌体操の活動 
 コロナの緊急事態宣言が出たり、解除されたり目まぐるしい状態が続いていますが、たまたま 

7月は解除され 8月の再発出も会場が使えたりしました。出来るだけ現地での例会を心がけました。 

本来は毎月、夢つながり未来館で定例会を行い歌体操 

の練習を行っていますが、活動場所が確保出来ない場 

合に備える対策として、第 2会場の内本町コミﾕニテｲ 

センターを利用させていただいております。 

緊急事態宣言の厳しいコロナ禍の中、自由参加という 

形で実施していますが、幸い出席率も高く安堵。 

健康のために身体を動かす事。また皆様方にお会いで 

きる楽しみもあります。歌体操部会長 柏原律子 記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 夏休みおもちゃカーニバル・ロボットまつり 顛末記 

コロナ緊急事態宣言で中止・延期 
8 月の夏休みに 3 日間にわたり開催を計画していた、夏休みおもちゃカーニバル・ロボット

まつりはコロナの感染拡大により、中止しました。全小学校にチラシを配り参加者を募集した
ところ 800 名のメールでの申し込みがあり、その対応について悪戦苦闘!!大変でした。今年は
コロナの関係で定員を半分に絞り、会場を多くし(全部で 16 会場)参加者 540 名を決定し、当
選通知を出し、結果的には中止通知と延期通知を出し作業を何とか終了しました。 

 コロナが落ち着けば、来年の 1 月にロボットまつりを 3 月におもちゃカーニバルを計画する
予定です。子どもたちのコロナ禍でのストレスも大きく、保護者も何とかしたいとの思いが大
きく、申し込みが盛り上がったと感じています。先行き不透明ですが精いっぱい努力をしたい。 
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会員の声                              

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SA 吹田全般 時間 内容 担当 場所 

9 月 10 日 10:00～ 役員会 小川忠夫 Zoom 

9 月 24 日 9:00～ 印刷 熊田真也 総合福祉会館 

おもちゃ部会 時間 内容 担当 場所 

9 月 1 日 10:00～ 定例会 元野 節 Zoom 

9 月 13 日 9:30～ ロボット研究会 長澤慎治 未定(SA ハウス) 

9 月３日 10:00～ おもちゃ学校 新井 憲 ゆめ未来館 

9 月 2 日 10:00～ おもちゃ研究会 畑 貞造 ゆめ未来館 

9 月 16 日 10:00～ リーダー会 新井 憲 ゆめ未来館 

歌体操部会 時間 内容 担当 場所 

9 月 20 日 10:00～ 定例会 柏原律子 ゆめ未来館 

9 月 7・21 日 10:00～ 市民塾例会 加藤昌子 ゆめ未来館 

9 月 14・28 日 10:00～ H＆S 例会 梅林泰子 内本町コミセン 

9 月 7・28 日 14:00～ 合同ボランティア 

養成講座 
梅林泰子 ゆめ未来館 

国際交流部会 時間 内容 担当 場所 

9 月 21 日 13:00～ 定例会 手塚之博 Zoom 

福祉部会 時間 内容 担当 場所 

9 月 16 日 13:30～ 部会・研修会 神保隆之 ラコルタ 

編集後記 吹田の現状を会員の皆様がどのように感じ今後どう進めたらいいかを広く問いたい

と思っています。今回は会長の独断的な評価と展望を披瀝しました。会員の皆様には、違和感

もあっただろうと推察しています。機会を見てアンケートで意見を聞き今後の活動に役立てた

いと思っています。小川記 

 

 

歌体操部会 H&S 山下三致代 
 
大阪市内に住んでいた頃、娘が暮らす
南千里を訪ねた時なんて緑の多いとこ
ろだろうと思いました。まさか自分が
住むことになるなんて夢にも思わ
ず・・・それがなんと南千里に住むよ
うになって早や 12 年が過ぎました。

当初は竹林や田畑があり稲刈りもされ
ていたのに、今では田んぼはなくなり
竹林も小さくなってしまいました。そ
れでも公園は多いし、一歩外に出れば
四季折々の草花に出会える！ 本当に
いい所に越してきたものと嬉しくなり
ます。歌体操を楽しみながら筋力維持
をはかり、いつまでも散歩ができます
ようにと思うこの頃です。 
 

おもちゃ部会  小北月子 
おもちゃづくりを始めたきっかけは、大

阪府シルバーアドバイザー養成講座で世代

間交流コースを受講し、松井先生との出会

いからでした。それまでおもちゃづくりに

関心はありませんでしたが、世代間交流の

方法としておもちゃづくりがあると知りま

した。1 年間、手作りおもちゃの楽しさ面

白さを学びました。修了後は先輩たちのグ

ループに入り、現在 2 つのグループで活動

しています。志を同じにする多くの仲間と

共に子どもたちにおもちゃづくりの楽し

さ、面白さを伝えていくことが私たちの使

命だと思います。私たちの活動が子ども達

の健全育成に役立つことを願い続けていき

たいと思います。 
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9 月度予定 


